
 

＜報道発表資料＞ 
令和８年９月９日 

京都市保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課 
 

 
 銭湯と温浴文化をミライへ、複合型イベントの開催 

銭湯スイッチ。〜湯上がりの風と、歩く京都〜 
 
  

京都市では、本市の定住・移住促進の取組に賛同いただける企業・団体等を「京都市定住・
移住応援団」（以下「応援団」という。）として募集・登録し、応援団が持つアイデアやノウ
ハウをいかし、公民連携で定住・移住促進事業に取り組んでいます。 

この度、京都市では、京都の銭湯文化の持続可能な未来を目指し、京都市定住・移住応援
団である QUESTION（コミュニティ・バンク京信）や京都移住計画等と連携した複合型イ
ベント「銭湯スイッチ。〜湯上がりの風と、歩く京都〜」を開催します。 

本企画では、京都府公衆浴場業生活衛生同業組合（以下「浴場組合」という。）と連携し
て進める「京都銭湯 二十四節気 湯めぐり」や、京都府を加えた３者で実施する「子ども入
浴料金無料化事業」と連動し、10 月 10 日（銭湯の日）から各銭湯をめぐる利用促進キャン
ペーンを展開するほか、フィナーレ（11 月 28 日）には、松井京都市長も登壇するトークイ
ベントや、マルシェ等の DAY イベントを実施します。 
 なお、本取組は行政と民間事業者が互いのリソースを持寄り、様々な課題の解決や新たな
サービスを創出する「KYOTO CITY OPEN LABO」の制度を活用して実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 

【背景と目的】 
京都の銭湯は、市民の健康維持のみならず、防災や地域コミュニティの交流拠点として重

要な役割を果たしています。しかし、現在、燃料価格の高騰や後継者不足、設備の老朽化な
どが重なり、銭湯を取り巻く環境は深刻な存続の危機に直面しています。こうした背景を受
け、次世代を担う若年層や子育て世代への銭湯利用を促し、京都の貴重な銭湯文化を将来に
わたり継承していくため、行政、地域金融機関、民間企業が連携した官民協働プロジェクト
として本イベントを実施します。 

 
【イベント概要】 
●銭湯利用を身近にする強化月間 

令和 8 年 10 月 10 日(土)「銭湯の日」から 11 月 26 日(木)「いい風呂の日」までを強化月
間とし、京都の銭湯利用を促す２つの企画を実施する。 
(1) 【京都銭湯 二十四節気 湯めぐり】＆【子ども入浴料金無料化事業】の利用促進キャン

ペーン 
次の①又は②の企画に参加し、「二十四節気 湯めぐり帖」又は抽選券を、11 月 28 日

(土)開催の DAY イベント会場へ持参することで抽選会に参加できます。 
①  特別企画１【京都銭湯 二十四節気 湯めぐり】参加強化月間 

対象の銭湯でステッカー台紙「二十四節気 湯めぐり帖」を入手し、8 箇所の銭湯を
利用してそれぞれのスタンプを獲得。 

※  強化月間期間前から集め、すでにスタンプが８個以上ある方も抽選参加対象。 
② 特別企画２【子ども入浴料金無料化事業】 使おう！抽選会 

【子ども入浴料金無料化事業】を利用した方へ、利用銭湯において、利用ごとに抽選
券を進呈。 

＜京都銭湯 二十四節気 湯めぐり＞
https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000346618.html 

＜子ども入浴料金無料化事業＞ 
https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000351881.html 

(2)「京都移住計画」による銭湯を活用したスピンオフイベント（事前申込制） 
  京都で暮らしたい人の想いをカタチにする「京都移住計画」と連携し、銭湯を起点とし

たコミュニティ醸成イベントを開催します。 
①  鴨川をゆっくり走る、話す、銭湯に浸かる「銭湯×かもがわラン」 

ランニングステーションとしても利用される「鴨川湯」（左京区）を拠点に、鴨川ラ
ンニングと入浴を楽しむ企画。 
・開催日時 10 月 17 日(土)13 時〜16 時 
・集合場所 鴨川湯（〒606-0812 京都市左京区下鴨上川原町５６） 
・持ち物  入浴セット（タオル、着替えなど）、ランニングに適した服装 
・参加費  2,000 円（入浴料・ワンドリンク付き） 
・定員   10〜15 名程度（先着順） 
・申込期間 令和 8 年 9 月 9 日(水)〜10 月 16 日(金) 

 

https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000346618.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000351881.html


 

・申込方法 前ページ右側二次元コードを参照してください。 
 

②  京都銭湯茶論 
    銭湯をテーマに、京都に暮らす人、住みたい人が集い語り合う交流企画。 
  ・開催日時 11 月 14 日(土)13 時〜16 時 
  ・開催場所 源湯（〒602-8368 京都市上京区北町５８０−６） 
  ・持ち物  入浴セット（タオル、着替えなど） 

・参加費  2,000 円（入浴料・ワンドリンク付き） 
・定員   20〜30 名程度（先着順） 
・申込期間 令和 8 年 9 月 9 日(水)〜11 月 13 日(金) 
・申込方法 右側二次元コードを参照してください。 

 
● 河原町御池に銭湯好きが集うＤＡＹイベント（フィナーレ） 

(1) 開催日時 令和 8 年 11 月 28 日(土) 10 時〜17 時 
(2) 開催場所 ①QUESTION（コミュニティ・バンク京信） 
        〒604-8006 京都市中京区河原町通御池下る下丸屋町 390-2 

②ゼスト御池河原町広場 
         〒604-8091 京都市中京区下本能寺前町 492−1 

 (3) 企画内容  
  ①  銭湯トークイベント（QUESTION 4 階 Community Steps）（事前申込制） 

  ≪第１部≫12 時 45 分〜13 時 45 分『銭湯のある暮らし』を未来へつなぐ 
〜現場のリアルから考える持続可能な共創モデルとは？〜 

       登壇者：京都府知事 西脇 隆俊 
           京都市長  松井 孝治 
           京都府公衆浴場業生活衛生同業組合 理事長 吉本 誠 氏 

      コミュニティ・バンク京信 QUESTION 館長   津田 郁太 氏 
       モデレーター：株式会社 ツナグム 代表取締役 田村 篤史 氏 
 ≪第２部≫14 時〜15 時『地域の温浴文化を残し、つくるまちの活動とは？』 
       登壇者：大黒湯（京都市）      竹林 昂大 氏 

若の湯（舞鶴市）       若井 健嗣 氏 
蒸-五箇サウナ-（京丹後市） 足立 樹伸 氏 

       モデレーター：京都移住計画 藤本 和志 氏 
・参加費  無料 
・定員   各 70 名 
・申込期間 令和 8 年 9 月 9 日(水)〜11 月 13 日(金) 
・申込方法 右側二次元コードを参照してください。 
 

 

 



 

② 湯
ゆ
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の銭湯クイズラリー（ゼスト御池） 
    浴場組合公式キャラクター湯

ゆ
鬼
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と湯
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狐
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が登場するゼスト御池内周遊クイズラリー。
全問正解で QUESTION での抽選会に参加可能。 

③  銭湯グッズマルシェ（QUESTION／ゼスト御池 河原町広場） 
 銭湯や関連グッズメーカーによる物販・魅力発信。 
＜マルシェ出店者＞ 

  蒸-五箇サウナ- (T シャツ、ロン T、タオル)  
乳がんサバイバーのための入浴着 lolo (bathcami、bathstole 他) 
ゆとなみ社 (T シャツ、タオル、石鹸など銭湯グッズ)  
kokin 銭湯部 (舞鶴銭湯グッズ：T シャツ、タオル、クリアファイル、絵葉書)  
温考知身・きとりっぷ (OQ（おきゅう）)  
IKEUCHI ORGANIC (銭湯タオル、サウナタオル)  
大黒湯 (T シャツ、タオル、手拭い、ステッカー、サウナハット、ライター)  
黄桜株式会社 (ととのいエール)  
若の湯 (食品、グッズ)  
京都府公衆浴場業生活衛生同業組合 (オリジナルグッズ)  
よーじや (化粧品、グッズ) 

④  特別企画参加者向け抽選会（QUESTION 会場 1 階） 
特別企画１の「湯めぐり帖」達成者、特別企画２の「子ども入浴料金無料化事業」

の利用者、銭湯クイズラリー達成者を対象とした抽選会。入浴共通券や各出店者のグ
ッズなどが当たる。 

 (4)  参加費 無料 
 
【実施体制】 

主催：QUESTION（コミュニティ・バンク京信） 
共催：京都移住計画、京都市 
協賛：ゼスト御池（京都御池地下街(株)）、10pct.(株)、牛乳石鹸共進社(株) 
協力：京都府公衆浴場業生活衛生同業組合、京都府 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
＜参考：京都市定住・移住応援団について＞ 
・京都市の定住・移住促進に向けた取組に賛同し、応援いただけ 

る企業・団体等を「京都市定住・移住応援団」として募集・登 
録しています。 

・応援団では、若い世代が京都で働き・暮らし・子育てしたいと
思い、住み続けていただける都市を目指して、各企業・団体等
がお持ちのアイデアやノウハウをまちづくりにいかしながら、
公民連携で京都市への定住・移住促進につながるサービスの提
供や情報発信等を行っています。 

 
＜お問合せ先＞ 

京都市保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課 
電話：０７５−２２２−４２７２ 

京都市定住・移住応援団ロゴ 
 


